
第６期神戸市介護保険事業計画策定に向けた実態調査 結果報告詳細

（在宅要支援・要介護者需要調査）
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資料１６

世帯構成

36%

37%

20%

22%

8%

9%

20%

22%

1%

1%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

平成22年度

単身世帯

ともに75歳以上の夫婦のみ二人暮
らし
ともに75歳以上でない夫婦のみ二
人暮らし
高齢者でない近親者を含む世帯

その他の世帯で全員75歳以上

その他の世帯

単身世帯が36％(37%)、ともに75歳以上の夫婦のみ二人世帯が20％(22%)となってい
る。
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N=3,487
n=3,287

N=3,478
n=3,241

1



収入／貯蓄額
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27%
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12%

10%
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13%
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25%

27%

21%

17%

8%

9%

12%

25%

38%

40%

40%

42%

5%

5%

4%

5%

6%

6%

4%

6%

10%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50万円未満

50万円以上、100万円未満

100万円台

200万円台

300万円台

400万円以上、600万円未満

600万円以上、1000万円未満

1000万円以上

その他

貯蓄はない

100万円未満

100万円～300万円未満

300万円～1000万円未満

1000万円～

わからない

世帯収入200万円未満では「貯蓄額はない」が３割前後となっている。世帯収入300万円
以上では貯蓄額「1000万円以上」が４割以上となっている。
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N=3,487
n=2,881

罹患状況

42%

13%

19%

15%

8%
11%

13%12%

30%

12%

6%

3%4%

17%

4%

24%

13%
10%

1%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

平成25年度

高血圧

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

ない

（N=2,599）

病気で多いものとしては、「高血圧」42％（41％）、「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症
等）」30％（31％）、「目の病気」24％（23％）、「心臓病」19％（20％）などとなっている。
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N=3,487
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自宅での医療

11%

4%
6%
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2% 2% 1% 2%

17%

6%

24%

9%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

平成25年度

点滴

カテーテル（失禁への対応のため）

経管栄養療法（管による栄養補給）

中心静脈栄養

在宅酸素療法（酸素の補給）

褥瘡処理（床ずれの治療など）

透析

人口肛門

気管切開

モニター測定

浣腸や摘便（便秘の治療など）

喀痰吸引（たんの取り除き）

その他

わからない

自宅で受けている方は、20％（20％）。
医療の種類として多いものは、浣腸や摘便17%(11%)、点滴11%(7%)、在宅酸素療法（酸
素の補給）10%(6%)、褥瘡処理7%(4%)など。経管栄養療法、、喀痰吸引はそれぞれ6%
となっている。
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N=375

サービスの利用
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12% 13%
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16%

44%
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35%

40%

45%

50%

現在利用 今後利用

（１）食事、掃除、洗濯やゴミ出しなどの家事援助
（２）配食サービス
（３）食料品、日用品の買い物や宅配
（４）身体の清拭、排泄などの身体介護
（５）通院などのための乗車又は降車等の介助などの移送サービス
（６）話し相手、見守り
（７）入院中の身の回りの世話
（８）その他
（９）わからない
（１０）使ったことがない/使わない

「使ったことがない」が44％（47％）、「食事、掃除、洗濯やゴミ出しなどの家事援助」11％（13%）、
「配食サービス」12%(11%)、「食料品、日用品の買い物や宅配」9%(10%)、「移送サービス」9%(3%)な
どとなっている。また、「使ったことがない」は44%(48%)となっている。
今後利用してみたいサービスは、「食事、掃除、洗濯やゴミ出しなどの家事援助」が16%(29%)と最
も多く、次いで「通院などのための乗車又は降車等の介助などの移送サービス」13%(20%)、「配食
サービス」13%(18%)、「食料品、日用品の買い物や宅配」11%(19%)などとなっている。また、「使わな
い」が13%（5.9%）、「わからない」が16%（11%）となっている。
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外出頻度

13%

13%

17%

16%

32%

33%

13%

14%

23%

23%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

平成22年度

ほとんど毎日
週に4～5日
週に2～3日
週に１日
ほとんどない
わからない

「週に２～３日」が32％（33％）と最も多く、次いで「ほとんどない」23％（23％）、「週に４～５
日」13％（16％）、「ほとんど毎日」13％（13％）、「週に１日」17％（14％）の順となっている。
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N=3,487
n=3,318

N=3,478
n=3,332

身体状況

25%

24%

47%

46%

9%

11%

16%

16%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

平成22年度

何も使わずに普通に歩くことがで
きる

杖や歩行器等を使えば一人で歩く
ことができる

他人の介助を受ければ歩くことが
できる

歩行は困難で、移動するには自走
用又は介助用の車いすが必要

移動はできない

「杖や歩行器等を使えば一人で歩くことができる」が47％（46%）を占め、次いで「何も使わ
ずに普通に歩くことができる」25％（24％）など。
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N=3,487
n=3,273

N=3,478
n=3,287
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心配事
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14%

50%

22%

10%

4%5%

12%

18%

5%4%4%
6%

2%

24%
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2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

平成25年度

（１）自分が病気がちであったり介護を必要としている
（２）配偶者や世話をしてくれる家族が病気がちであったり介護を必要としている
（３）自宅内や外出時の転倒や事故
（４）家事が大変である
（５）頼れる人がいなくて一人きりである
（６）子ども（息子・娘）や孫とのつきあいがうまくいっていない
（７）子どもや孫が難しい問題をかかえている
（８）先祖の祭祀やお墓のこと
（９）生活のために収入が足りない
（１０）土地や家屋などの財産の相続のこと
（１１）家賃やリフォームなど住宅のこと
（１２）人（近隣、親戚、友人、仲間等）とのつきあいがうまくいっていない
（１３）社会の仕組み（法律、社会保障、金融制度）がわからない
（１４）だまされたり、犯罪に巻き込まれた（ている）
（１５）大地震などの災害
（１６）その他
（１７）わからない

心配ごとがあると回答した人の割合（「心配がある」「多少心配がある」の計）が7割＜76％
（69％）＞を占める。一方、「心配はない」は15％（15％）となっている。
具体的な心配ごととしては、「自宅内や外出時の転倒や事故」50%(48%)、「自分が病気がち
であったり介護を必要としている」42%(38%)などとなっている。
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N=2,497

住まいの希望

73%

25%

2%

2%

1%

1%

4%

8%

1%

2%

5%

10%

5%

19%

1%

3%

2%

16%

0%

1%

6%

14%

0% 20% 40% 60% 80%

元気な時

虚弱化した時

現在の住宅

利便性の高い都心の住宅

公的な住宅

公的な高齢者向け住宅（市営シルバーハウジングなど）

民間の高齢者向け住宅（高齢者賃貸住宅など）

介護付有料老人ホームやケアハウスなど

特別養護老人ホームなどの老人福祉施設

老人保健施設

病院など医療施設

その他

わからない

「現在の心身の状態が維持できている間」では、「現在の住宅」が73%(67%)と最も多く、次いで「特
別養護老人ホームなどの老人福祉施設」5%(4%)「介護付有料老人ホームやケアハウスなど」
5%(2%)、「公的な高齢者向け住宅」4%(4%)などとなっている。
「今以上に心身の状態が悪くなった場合」については、「現在の住宅」が25%(23%)、「特別養護老
人ホームなどの老人福祉施設」19%(18%)、「病院など医療施設」16%(16%)、「介護付有料老人ホー
ムやケアハウスなど」10%(6%)、「公的な高齢者向け住宅」8%(5%)などとなっている。また、「わから
ない」が14%(12%)となっている。
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N=3,478
n=3,163

N=3,487
n=3,093
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住まいのバリアフリー状況

76%

76%

46%

46%

8%

8%

63%

64%

30%

28%

39%

39%

20%

20%

15%

16%

0% 20% 40% 60% 80%

平成25年度

平成22年度

（１）寝室とトイレが同じ階にある

（２）段差の高低差が少ない

（３）階段の傾きが緩やかである

（４）階段、トイレ、浴槽に手すりが付いてい
る
（５）通路（廊下）・出入口（玄関）とも介助
用車いすが使える幅である
（６）トイレが腰掛け式で前から介助できるス
ペースがある
（７）（3階以上に住んでいる場合）エレベー
ターが付いている
（８）（共用部分の）階段・廊下に手すりが付
いている

バリアフリー化の状況はほぼ22年度調査と同様。
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N=3,487

N=3,478

住まいのバリアフリー化の意向

29%

31%

20%

18%

10%

10%

2%

1%

33%

30%

5%

4%

0% 10% 20% 30% 40%

平成25年度

平成22年度

住宅改修をして現在の住まいに住み続ける

特別養護老人ホームや有料老人ホームなど
に入所する

バリアフリー設備の整った公営住宅等に住
み替える

バリアフリー設備の整った民間賃貸住宅に
住み替える

わからない

その他

バリアフリー化の意向では「住宅改修をして現在の住まいに住み続ける」が29%(31%)と最も
多く、「特別養護老人ホームや有料老人ホームなどに入所する」が20%(18%)、「バリアフリー
設備の整った公営住宅等に住み替える」が10%(10%)などとなっている。また、「分からない」
との回答が33%(30%)となっている。
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N=1,547

N=1,708
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介護保険料の負担感

28%

32%

32%

31%

38%

35%

1%

1%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成25年度

平成22年度

高い
やや高い
妥当
やや安い
安い

「高い」「やや高い」の計は60％（63％）、「妥当」は38％（35％）、「安い」「やや安い」の計
は2％（2％）となっている。
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N=3,487
n=2,840

N=3,478
n=2,851

     
     60％
     
     60％

     
     63％
     
     63％

介護保険サービスの利用

72%

72%

74%

72%

28%

28%

26%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

平成22年度

平成19年度

平成16年度

利用している 利用していない

現在、利用している人は全体の72％（72％）となっている。
利用しているサービスでは、訪問介護は42％（50％）と最も多く、次いで「通所介
護（デイサービス）34%(35%)、「福祉用具貸与、福祉用具購入費の支給」23％
（25%）、「通所リハ（デイケア）」16%(14%)、 「訪問看護」10%(11%)、 「短期入所」
9%(12%)、「住宅改修」9%(11%) などとなっている。

42%
10%
9%
7%
34%
16%
1%
0%
0%
1%
9%
1%
1%
9%
23%
4%
1%
1%
4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 訪問介護
 訪問看護
訪問リハビリテーション
 訪問入浴介護
 通所介護
 通所リハビリテーション
 定期巡回・随時対応型訪問介護看護
 複合型サービス
 夜間対応型訪問介護
 認知症対応型通所介護
 短期入所
 小規模多機能型居宅介護
 認知症対応型共同生活介護
 住宅改修費の支給
 福祉用具貸与、福祉用具購入費の支給
 特定施設入所者生活介護
 居宅療養管理指導
 介護保険施設
 わからない 14

N=3,487
n=3,290

N=3,478
n=3,130

N=3,712
n=3,229

N=3,385
n=3,205

サービス利用の有無 利用サービスの種類

N=2,373
n=2,276
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介護者の状況
主な介護者の続柄としては、「子ども」が38％（38％）、「配偶者」が32％（31％）となっている。
性別としては、「男性」31％（30％）、「女性」69％（70％）となっている。
年齢構成としては、75歳以上が30％（29％）となっており、「70～74歳」が13％（12％）、「60歳代」
が28％（28％）、「50歳代」21％（20％）、「40歳代」6%(9%)、「40歳未満」1%(1%)となっている。
介護で仕事に何らかの影響があったと回答した人は21％(22％)となっている。

32%
38%

7%
3%

10%
11%

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者
子ども（息子・娘）

子どもの配偶者
その他の親族

親族以外（訪問介護員等）
介護者はいない

1%
6%

21%
28%

13%
12%
11%

6%
1%

0% 10% 20% 30%

40歳未満
40歳代
50歳代
60歳代

70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

11%

0%

3%

7%

4%

28%

45%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護のために仕事をやめた
介護の都合にあわせて部署を変えた
介護の都合にあわせて仕事を変えた

介護の都合にあわせて仕事の時間を変えた
その他

特に仕事をやめたり、変えたりしていない
仕事はしていなかった

わからない

31% 69%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
女性
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N=3,487
n=2,277

N=3,487
n=1,659

N=3,487
n=1,750

N=3,487
n=1,557 21% 21%
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